
の
一
と
し
、
父
母
の
一
方
の
み
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
の

相
続
分
は
、
父
母
の
双
方
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
の
相
続

分
の
二
分
の
一
と
す
る
。

ｦ
ｨ
八
九
九

．
九
〇
一
―
九
〇
四
の
二

　
﹇
一
﹈【
子
↓
八
八
七
①
【
配
偶
者
↓

八
九
〇

　
﹇
二
﹈【
直
系
尊
属
↓
八
八
九
①

　　
一

　
﹇
三
﹈【
兄
弟
姉
妹
↓
八
八
九

①

　　
二

　
﹇
四
﹈【
嫡
出
で
な
い
子
↓
七
七
九

．
七
八
七

．
七
七
四
【
嫡
出
子

↓
七
七
二

．
七
八
九

．
八
〇
九

　嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
の
合
憲
性

!

　本
条
四
号
た
だ
し
書
の
立
法
理
由
は
、
法
律
上
の
配
偶
者
と
の
間

に
出
生
し
た
嫡
出
子
の
立
場
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
被
相

続
人
の
子
で
あ
る
非
嫡
出
子
の
立
場
に
も
配
慮
し
て
、
非
嫡
出
子
に

嫡
出
子
の
二
分
の
一
の
法
定
相
続
分
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
非
嫡

出
子
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
律
婚
の
尊
重
と
非
嫡

出
子
の
保
護
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
民
法
は
法
律
婚

主
義
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
立
法
理
由
に
も
合
理
的
な
根
拠

が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子

の
二
分
の
一
と
し
た
こ
と
が
、
右
立
法
理
由
と
の
関
連
に
お
い
て
著

し
く
不
合
理
で
あ
り
、
立
法
府
に
与
え
ら
れ
た
合
理
的
な
裁
量
判
断

の
限
界
を
超
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
条
四
号
た
だ

し
書
前
段
の
規
定
は
憲
法
一
四
条
一
項
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
最
大
決
平
７
・
７
・
５
民
集
四
九
・
七
・
一
七
八
九
、
家
族
百
選
七
版

五

八
…
…
可
部
ほ
か
四
裁
判
官
の
補
足
意
見
及
び
中
島
ほ
か
四
裁
判
官
の

反
対
意
見
が
あ
る
）
↓
"
、
憲
一
四
条
+7
＊
+8

S

　本
件
相
続
開
始
時
に
お
い
て
は
、
立
法
府
の
裁
量
権
を
考
慮
し
て

も
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
の
法
定
相
続
分
を
区
別
す
る
合
理
的

な
根
拠
は
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
条
四
号
た
だ
し

書
の
規
定
の
う
ち
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
を
嫡
出
子
の
相
続
分
の

二
分
の
一
と
す
る
部
分
は
、
遅
く
と
も
平
成
一
三
年
七
月
当
時
に
お

い
て
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
的
安
定
性
の
確
保
と
の
調
和
を
図
る
た
め

に
、
こ
の
違
憲
判
断
は
、
本
件
相
続
開
始
時
か
ら
本
決
定
ま
で
の
間

に
開
始
さ
れ
た
他
の
相
続
に
つ
き
、
本
件
規
定
を
前
提
と
し
て
さ
れ

た
遺
産
の
分
割
の
審
判
そ
の
他
の
裁
判
、
遺
産
の
分
割
の
協
議
そ
の

他
の
合
意
等
に
よ
り
確
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
法
律
関
係
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。（
最
大
決
平

・
９
・
４
【
平

ク
九
八
四
】）

↓
憲
一
四
条
+9
・
八
一
条
,:

（
代
襲
相
続
人
の
相
続
分
）

第
九
〇
一
条
①

　第
八
百
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
相
続
人
と
な
る
直
系
卑
属
の
相
続
分
は
、
そ
の
直
系
尊

属
が
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
と
同
じ
と
す
る
。
た
だ
し
、

直
系
卑
属
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
そ
の
各
自
の
直
系
尊
属
が
受

け
る
べ
き
で
あ
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
前
条
の
規
定
に
従
っ
て

そ
の
相
続
分
を
定
め
る
。

②

　前
項
の
規
定
は
、
第
八
百
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

兄
弟
姉
妹
の
子
が
相
続
人
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

ｦ
ｨ
九
〇
〇

．
九
〇
二
―
九
〇
四
の
二

　二
重
資
格
者
た
る
養
子
の
相
続
権
に
関
す
る
登
記
先
例

Q

　孫
（
亡
長
女
の
子
）
を
養
子
と
し
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
右
の

孫
に
は
、
養
子
と
し
て
の
相
続
権
と
、
亡
母
の
代
襲
相
続
人
と
し
て

の
相
続
権
が
あ
る
。（
昭

・
９
・

民
甲
一
八
八
一
民
事
局
長
回
答
）

（
遺
言
に
よ
る
相
続
分
の
指
定
）

第
九
〇
二
条
①

　被
相
続
人
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
遺
言
で
、
共
同
相
続
人
の
相
続
分
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を

定
め
る
こ
と
を
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
被
相
続
人
又
は
第
三
者
は
、
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
に
違

反
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②

　被
相
続
人
が
、
共
同
相
続
人
中
の
一
人
若
し
く
は
数
人
の
相

続
分
の
み
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
第
三
者
に
定
め
さ
せ
た
と
き

は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
相
続
分
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り

定
め
る
。

ｦ
ｨ
九
〇
三
―
九
〇
四
の
二
【
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
・
分
割
禁
止
↓
九
〇

八
【
遺
贈
↓
九
六
四
【
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
↓
一
〇
二
八

．
一
〇
四
四

　一

　指
定
相
続
分
と
登
記

!

　遺
言
に
よ
り
法
定
相
続
分
を
下
回
る
相
続
分
を
指
定
さ
れ
た
共
同

相
続
人
の
一
人
が
、
遺
産
中
の
不
動
産
に
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
共

同
相
続
登
記
が
さ
れ
た
こ
と
を
利
用
し
、
自
己
の
持
分
権
を
第
三
者

に
譲
渡
し
移
転
登
記
を
し
た
と
し
て
も
、
第
三
者
は
右
共
同
相
続
人

の
指
定
相
続
分
に
応
じ
た
持
分
を
取
得
す
る
に
と
ど
ま
る
。（
最
判

平
５
・
７
・

家
月
四
六
・
五
・
二
三
）
↓
八
九
八
条
%

二

　相
続
分
の
指
定
が
遺
留
分
減
殺
請
求
に
よ
り
減
殺
さ
れ
た
場

合
↓
一
〇
三
一
条
*4

（
特
別
受
益
者
の
相
続
分
）

第
九
〇
三
条
①

　共
同
相
続
人
中
に
、
被
相
続
人
か
ら
、
遺
贈
を

受
け
、
又
は
婚
姻
若
し
く
は
養
子
縁
組
の
た
め
若
し
く
は
生
計

の
資
本
と
し
て
贈
与
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
被
相
続
人

が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た
財
産
の
価
額
に
そ
の
贈
与

の
価
額
を
加
え
た
も
の
を
相
続
財
産
と
み
な
し
、
前
三
条
の
規

定
に
よ
り
算
定
し
た
相
続
分
の
中
か
ら
そ
の
遺
贈
又
は
贈
与
の

価
額
を
控
除
し
た
残
額
を
も
っ
て
そ
の
者
の
相
続
分
と
す
る
。

②

　遺
贈
又
は
贈
与
の
価
額
が
、
相
続
分
の
価
額
に
等
し
く
、
又

は
こ
れ
を
超
え
る
と
き
は
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
は
、
そ
の
相

続
分
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③

　被
相
続
人
が
前
二
項
の
規
定
と
異
な
っ
た
意
思
を
表
示
し
た

と
き
は
、
そ
の
意
思
表
示
は
、
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
に
違
反

し
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

ｦ
ｨ
九
〇
四

．
九
〇
四
の
二

　●1【
遺
贈
↓
九
六
四
【
贈
与
↓
五
四
九
【
相
続

開
始
の
時
↓
八
八
二

　●3【
遺
留
分
に
関
す
る
規
定
↓
九
〇
二
ｦ

　一

　死
亡
保
険
金
の
特
別
受
益
性

!

　養
老
保
険
契
約
に
基
づ
き
保
険
金
受
取
人
と
さ
れ
た
相
続
人
が
取

得
す
る
死
亡
保
険
金
請
求
権
又
は
死
亡
保
険
金
は
、
本
条
一
項
に
規

定
す
る
遺
贈
又
は
贈
与
に
係
る
財
産
に
は
当
た
ら
な
い
。
も
っ
と

も
、
保
険
金
受
取
人
で
あ
る
相
続
人
と
そ
の
他
の
共
同
相
続
人
と
の

間
に
生
ず
る
不
公
平
が
本
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
到
底
是
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
に
著
し
い
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
特
段
の
事

情
が
存
す
る
場
合
に
は
、
本
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
死
亡
保
険
金

請
求
権
は
特
別
受
益
に
準
じ
て
持
戻
し
の
対
象
と
な
る
。（
最
決
平


・

・

民
集
五
八
・
七
・
一
九
七
九
、
保
険
法
百
選
七
二
）
↓
保
険

四
二
条
(

二

　特
別
受
益
の
審
理
手
続

"

　特
定
の
財
産
が
特
別
受
益
財
産
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴

え
は
、
確
認
の
利
益
を
欠
く
も
の
と
し
て
不
適
法
で
あ
る
。（
最
判

592

民
法
（
九
〇
一
条
―
九
〇
三
条
）
相
続

　相
続
の
効
力

民

法

平
７
・
３
・
７
民
集
四
九
・
三
・
八
九
三
、
重
判
平
７
民
訴
一
）
↓
民
訴

一
三
四
条
(

#

　本
条
中
の
相
続
分
（
以
下
「
具
体
的
相
続
分
」
と
い
う
）
は
、
遺
産

分
割
手
続
に
お
け
る
分
配
の
前
提
と
な
る
べ
き
計
算
上
の
価
額
又
は

そ
の
価
額
の
遺
産
の
総
額
に
対
す
る
割
合
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
実
体
法
上
の
権
利
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た

が
っ
て
、
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
具
体
的
相
続
分
に
つ
い
て
そ
の

価
額
又
は
割
合
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
確
認
の
利
益
を
欠
く
も

の
と
し
て
不
適
法
で
あ
る
。（
最
判
平

・
２
・

民
集
五
四
・
二
・
五

二
三
、
民
訴
百
選
四
版

二
五
）

三

　再
転
相
続
と
特
別
受
益
の
持
戻
し
の
要
否
↓
八
九
九
条
&

四

　持
戻
し
免
除
の
意
思
表
示
が
遺
留
分
減
殺
請
求
に
よ
り
減
殺

さ
れ
た
場
合
↓
一
〇
三
一
条
*5

◇
↓
八
九
六
条
*3
〜
*6

第
九
〇
四
条

　前
条
に
規
定
す
る
贈
与
の
価
額
は
、
受
贈
者
の
行

為
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
で
あ
る
財
産
が
滅
失
し
、
又
は
そ
の

価
格
の
増
減
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
相
続
開
始
の
時
に

お
い
て
な
お
原
状
の
ま
ま
で
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
こ
れ
を
定

め
る
。

ｦ
ｨ【
相
続
開
始
の
時
↓
八
八
二

（
寄
与
分
）

第
九
〇
四
条
の
二
①

　共
同
相
続
人
中
に
、
被
相
続
人
の
事
業
に

関
す
る
労
務
の
提
供
又
は
財
産
上
の
給
付
、
被
相
続
人
の
療
養

看
護
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
又
は
増

加
に
つ
い
て
特
別
の
寄
与
を
し
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
被
相
続

人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た
財
産
の
価
額
か
ら
共
同

相
続
人
の
協
議
で
定
め
た
そ
の
者
の
寄
与
分
を
控
除
し
た
も
の

を
相
続
財
産
と
み
な
し
、
第
九
百
条
か
ら
第
九
百
二
条
ま
で
の

規
定
に
よ
り
算
定
し
た
相
続
分
に
寄
与
分
を
加
え
た
額
を
も
っ

て
そ
の
者
の
相
続
分
と
す
る
。

②

　前
項
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
同
項
に
規
定
す
る
寄
与

を
し
た
者
の
請
求
に
よ
り
、
寄
与
の
時
期
、
方
法
及
び
程
度
、

相
続
財
産
の
額
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
寄
与
分
を

定
め
る
。

③

　寄
与
分
は
、
被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た

財
産
の
価
額
か
ら
遺
贈
の
価
額
を
控
除
し
た
残
額
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

④

　第
二
項
の
請
求
は
、
第
九
百
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請

求
が
あ
っ
た
場
合
又
は
第
九
百
十
条
に
規
定
す
る
場
合
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ｦ
ｨ
九
〇
三

　●2【
家
庭
裁
判
所
の
処
理
↓
家
事
別
表
第
二
〈
十
四
の
項
〉
．

二
四
四

　●3【
遺
贈
↓
九
六
四

　一

　寄
与
に
当
た
る
と
さ
れ
た
場
合

１

　血
族
相
続
人

!

　被
相
続
人
が
死
亡
す
る
ま
で
二
五
年
に
わ
た
り
共
に
家
業
に
従
事

し
、
最
後
ま
で
被
相
続
人
と
生
活
を
共
に
し
て
世
話
を
し
た
長
男

（
福
岡
家
小
倉
支
審
昭

・
６
・

家
月
三
四
・
一
二
・
六
三
）
↓
六
六
七

条
%２

　配
偶
者

"

　三
七
年
に
わ
た
り
病
弱
の
夫
を
扶
養
看
護
し
、
夫
名
義
の
不
動
産

も
専
ら
自
己
の
収
入
に
よ
り
購
入
し
た
妻
（
山
形
家
審
昭

・
３
・


家
月
三
四
・
五
・
七
〇
…
…
被
相
続
人
の
妻
と
兄
弟
姉
妹
が
共
同
相
続
人

と
な
っ
た
事
案
）

二

　寄
与
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
場
合
穎
血
族
相
続
人

#

　長
男
が
父
か
ら
営
業
を
譲
渡
さ
れ
た
後
、
店
舗
部
分
の
拡
張
や
改

造
を
し
、
父
母
の
死
に
至
る
ま
で
同
居
扶
養
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ

は
営
業
の
譲
受
け
と
深
い
相
関
関
係
に
あ
る
か
ら
、
特
別
の
寄
与
と

は
い
え
な
い
。（
和
歌
山
家
審
昭

・
９
・

家
月
三
五
・
二
・
一
六
七
）

三

　相
続
開
始
後
の
寄
与

$

　寄
与
分
は
、
相
続
開
始
時
を
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
相
続
開
始
後
に
相
続
財
産
を
維
持
又
は
増
加
さ
せ
て
も
寄

与
分
と
し
て
評
価
さ
れ
な
い
。（
東
京
高
決
昭

・
３
・

家
月
三

五
・
七
・
五
五
）

四

　寄
与
分
を
定
め
る
処
分
の
性
質

%

　寄
与
分
を
定
め
る
審
判
は
本
質
的
に
非
訟
事
件
で
あ
る
か
ら
、
公

開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
ら
な
く
て
も
憲
法
三
二

条
、
八
二
条
に
違
反
し
な
い
。（
最
決
昭

・
７
・
４
家
月
三
八
・
三
・

六
五
）

（
相
続
分
の
取
戻
権
）

第
九
〇
五
条
①

　共
同
相
続
人
の
一
人
が
遺
産
の
分
割
前
に
そ
の

相
続
分
を
第
三
者
に
譲
り
渡
し
た
と
き
は
、
他
の
共
同
相
続
人

は
、
そ
の
価
額
及
び
費
用
を
償
還
し
て
、
そ
の
相
続
分
を
譲
り

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

　前
項
の
権
利
は
、
一
箇
月
以
内
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ｦ
ｨ【
共
同
相
続
人
↓
九
九
〇
【
遺
産
の
分
割
時
期
↓
九
〇
七

．
九
〇
八

　
!

　共
同
相
続
人
の
一
人
が
遺
産
中
の
特
定
不
動
産
に
つ
い
て
同
人
の

有
す
る
共
有
持
分
権
を
第
三
者
に
譲
り
渡
し
た
場
合
は
、
本
条
を
適

用
又
は
類
推
適
用
で
き
な
い
。（
最
判
昭

・
７
・

判
時
九
〇
八
・
四

一
、
家
族
百
選
七
版

六
九
）

　

第
三
節

　遺
産
の
分
割

（
遺
産
の
分
割
の
基
準
）

第
九
〇
六
条

　遺
産
の
分
割
は
、
遺
産
に
属
す
る
物
又
は
権
利
の

種
類
及
び
性
質
、
各
相
続
人
の
年
齢
、
職
業
、
心
身
の
状
態
及

び
生
活
の
状
況
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
す

る
。

ｦ
ｨ【
相
続
財
産
の
共
有
↓
八
九
八

　一

　本
条
の
趣
旨

!

　本
条
は
、
相
続
人
の
相
続
分
に
応
じ
、
現
実
に
遺
産
に
属
す
る

個
々
の
財
産
の
帰
属
を
定
め
る
に
つ
き
、
考
慮
す
べ
き
事
項
を
定
め

た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
律
上
定
ま
っ
た
相
続
分
を
変
更
す
る
こ
と
を

許
し
た
規
定
で
は
な
い
。（
東
京
高
決
昭

・
１
・

家
月
一
九
・
六
・

五
五
）

二

　分
割
の
対
象

１

　代
償
財
産

"

　相
続
人
の
う
ち
の
あ
る
者
が
遺
産
分
割
前
に
勝
手
に
相
続
財
産
を

処
分
し
た
と
き
は
、
そ
の
財
産
に
代
わ
り
同
人
に
対
す
る
代
償
請
求

593

民
法
（
九
〇
四
条
―
九
〇
六
条
）
相
続

　相
続
の
効
力
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